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改善実践事例【社会福祉法人しんまち元気村】

会社名 ：社会福祉法人しんまち元気村

 URL ：http://www.genkimura.or.jp/

業種・業務内容 ：介護

本社所在地 ：群馬県高崎市新町１８６３

従業員数 ：１０２名（関連法人含む）

企業プロフィール

新入職員のOJTを担当するリーダー職の職員は、日常業務が忙しく、OJTのための時間を確保

できない状況であった。また、指導の知識・スキルが不十分な上に、積極的な指導意識も薄く、

OJTが育成制度として、きちんと機能していなかった。さらに、介護業界は新人の離職率が高く、

定着化が課題であった。

取り組み背景

指導側のレベル向上による、OJT指導の効率化、正確化の実現と、それに伴う職員のサービス

レベルの向上。

取り組み目的

OJTによる指導業務のプロセスを、指導担当と職員の会話の中から明らかにし、指導頻度の高

い業務に対して、マニュアルを作成した。また、指導担当と職員の面談により、職員の目標管理

や振り返りを定期的に行うようにした。

取り組み概要

マニュアルNo．５
優良社員言動の見える化による業務効率・業務品質向上
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１．指導担当と職員の間の会話を２３日間収録し、音声データを分析することで、どのような作業

について話をする機会が多いのかを調べた。

２．上記の結果、「移乗」、「入浴」、「食事」が上位を占めていることがわかったため、この３つの

作業について、写真入りのマニュアルを作成した。

各専門チームでマニュアルを検討した後、現場管理職によって精査した。

３．マニュアルに基づいた指導方法の検討会を行った。また、管理職と指導担当にアンケートを

実施して、指導方法・教育内容に関する認識の乖離がないかを分析した。

４．OJTで教えるべき内容は、最初は業務別に分けられていたが、それをレベル別に

５段階１５０項目に分け、初級から学べる内容に変更した。

５．指導担当から職員への一方的な指導だけでなく、面談や各種シート類の作成を実施した。

（１）目標別に毎日の目標を設定するシート、その目標を行動に落とし込むシートなど、職員それ

ぞれが作成するシートを準備した。

（２）活動の区切りである「フェーズ」が終わる毎に面談を実施し、上記のシートを使って、前の

フェーズの振り返りや、次のフェーズの目標設定などを一緒に作成するようにした。

取り組み内容

 どの段階でどこまで指導すれば良いかが明確になり、指導がしやすくなった。

新入職員の介助技術にばらつきが出にくくなった。

指導担当のレベルが飛躍的に向上し、同じ指導の重複や、指導漏れなどがなくなった。

成果

＜作成した個別
マニュアル例＞


